
山梨県に於ける男性介護者への支援推進までの経緯 

山梨県議会議員 公明党 佐野弘仁 
1、市議時代の男性介護者支援への政策提言について 
今から 10 年前になるが、韮崎市に本拠地を置く「山梨やろうの会」清水昭二会長と 2011

年 11 月 5 日付け朝日新聞記事を通して連絡を取り合ったのが男性介護者支援に向けてのス

タートとなる。 

 会って話を聞くと、男性介護者は介護離職による生活苦、介護疲れによるとされる被介

護者である家族に手を掛けてしまい、殺人事件に至る案件が、女性の単独介護者に比して

95％以上に上ることが確認されているが、男性単独介護者に拠る件数は非常に高い。山梨

県でも 12 年間でも 3 件の事件が発生している。 

 

2，現在までの男性介護者に特化させる、議会での政策提案 
2012 年、甲府市議会議員時代の委員会質問から開始した。清水会長さんからは、県都で

ある甲府市で政策が進めば必ず山梨県全域で進むので必要と考えるとの要望があった。 

以下は本会議での質問。 

①2013 年 3 月 11 日 甲府市議会本会議 3 月定例会 代表質問「男性介護者支援について」 

②2014 年 6 月 12 日 甲府市議会本会議 6 月定例会 一般質問「甲府市の認知症地域支援推

進員について」 

 甲府市議会での 全質問・答弁参照  

  （手動入力の場合は以下 URL をコピーして検索願います。『公明党 山梨県議会議員 佐

野弘仁 HP「市議会 全質問・答弁」ページ』） 

https://www.komei.or.jp/km/kofu-sano-hirohito/%e5%b8%82%e8%ad%b0%e4%bc%9a%e

3%81%a7%e3%81%ae%e5%85%a8%e6%b4%bb%e5%8b%95/%e7%94%b2%e5%ba%9c%

e5%b8%82%e8%ad%b0%e4%bc%9a-%e6%9c%ac%e4%bc%9a%e8%ad%b0%e8%b3%aa%

e5%95%8f%e3%83%bb%e7%ad%94%e5%bc%81%e5%85%a8%e6%96%87/ 

甲府市からの答弁は、「国でもジェンダー平等を目指しており、男女の性差はなく、特に

男性だけに特化した政策、支援はできない（要旨）」ということであった。 

清水会長を中心とした男性介護者の皆さんには、制度構築は道半ばを感じたが諦めずに、

この後は、やろうの会独自の活動として、県内市町村に対して、啓発、啓蒙活動を行って

戴いている。この後も、清水会長のつてで県選出の国会議員を通じ、国への男性介護者へ

の支援拡充の働き掛けを合わせて行っていたが、国でも思うように進まなかった。 

 

3，山梨県議会での男性介護者支援の政策提案の動き 
山梨県議会議員に当選し、2021 令和 3 年 6 月、立場も変わり改めて山梨県議会での一般

質問にて、県議会でも初めての「男性介護者への社会的孤立防止の支援について」県を質



した。答弁は福祉保健部長。 

その後の知事との意見交換会のなかで、知事より、取り上げた男性介護者の実情が聞き

たいと話され、介護待機０を目指す県政運営のなかで、この様な男性介護者の現場の声を

県政に反映させたいと述べられた。 

9 月山梨県補正予算にて、補正予算が計上され、やまなしやろうの会をサポートすること

で、男性介護者に特化した政策実現へと至った。 

※ R3 年 9 月議会補正予算、新規事業：男性介護者応援プロジェクト事業費 

以下は本会議での質問 

①2021 年 6 月 29 日 山梨県議会 6 月議会「男性介護者の社会的孤立防止の支援について」 

②2022 年 6 月 10 日 山梨県議会 6 月議会「男性介護者の社会的孤立防止について」 

 山梨県議議会での全質問・答弁参照  

  （手動入力の場合は以下 URL をコピーして検索願います。『公明党 山梨県議会議員 佐

野弘仁 HP「県議会 全質問・答弁」ページ』） 

https://www.komei.or.jp/km/kofu-sano-hirohito/%e7%9c%8c%e8%ad%b0%e4%bc%9a-%e

8%b3%aa%e5%95%8f%e3%83%bb%e7%ad%94%e5%bc%81/ 

 

4，山梨県知事との懇談会開催の実現 
R3 年 12 月 13 日、北駒合同庁舎に於いて、長崎県知事とやまなしやろうの会の皆さんと

で意見交換会が実施され、今後どのように進めていくのか会議が行われた。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5，全国初の男性介護者実態調査の実施 
山梨県から県下市町村に対し、男性介護者調査表 調査表Aと調査表Bの2種類で開始。 

この実態調査を基に、山梨県で 3 月に初会合となる「男性介護ネット総会」が開催される

こととなり、立命館大学の津止正敏教授（全国男性介護ネット代表）をお招きして全国大

会で報告をする。津止教授からは男性介護者に対する実態調査が山梨でできれば、画期的

であり、先進的なこの施策の実現には今後の期待を寄せられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6，公明党として全面的にサポートしていく。 
 漸く 10 年を越えて実現に向けて緒に就いた感がある。今後も実態調査を受け、しっかり

と制度に高まる迄、政策提案し続けて男性介護者の実情の改善に取り組んでいく。 

 

 


